
●２月１７日（月）　５２４教室

開始時刻
（目安）

演題
番号

頁 発 表 者 区分 研　究　課　題 座長

13:05 A1 1 田中　正敏 学術 製品開発と市場浸透のための最適資源配分問題 城本

13:20 A2 2 城本　高輝 学術
人口減少エリアにおけるワーケーションの現地調査と授業での課題活用に
ついて

田中

13:35 A3 3 飯塚　　徹 地域 地域金融機関の将来の在り方　－金融調査からの考察 田中

13:50 A4 4 加藤　勇太 学術 病院管理栄養士が直面するジレンマと対応 青木

14:05 A5 5 河野　史倫 学術 加齢に伴う骨格筋ヒストンH3.3増加の生物学的意義追究 青木

14:20 A6 6 青木　雄次 学術
地域住民高齢者におけるアンケートによるフレイル関連状況と
唾液中性ホルモン濃度に関する研究

河野

14:35 A7 7 吉田　陽平 学術
雪上における広範囲な3次元動作解析のためのキャリブレーション方法の
検討

河野

14:50 A8 8 長谷川尋之 学術
高校生競技者の運動前の脱水状態と体力、コンディション指標の関連に
ついて

吉田

15:05 A9 9 澤柿　教淳 学術
対話のdialogicの側面に着目した学習プログラムと教材の開発
－地域素材及び極域素材を生かして－

吉田

15:20 A10 10 秋田　　真 学術
男女同権教育は小学生の社会的平等意識を改善するか：
　潜在連想テストを用いた検証

菊原

15:35 A11 11 Sean Collin Mehmet 学術
Two Intercultural Case Studies Involving Sophomores at a National
 University in Japan:
One Conducted in 2012 and the Other Conducted in 2023

菊原

15:55 A12 12 菊原　健吾 教育 Functional Adequacyを反映した英語ライティング評価ルーブリックの開発 Sean Collin Mehmet

　第１３回松本大学教員研究発表会プログラム



●２月１８日（火）　５２４教室

開始時刻
（目安）

演題
番号

頁 発 表 者 区分 研　究　課　題 座長

13:05 B1 13 小野　香織 学術 制度が国際ビジネスに与える影響 室谷

13:20 B2 14 古田　成志 学術 認識した経営環境の可視化および変化に関する研究 室谷

13:35 B3 15 室谷　　心 学術 メルカリデータを使った消費者行動論 古田

13:50 B4 16 入江さやか 学術
松本藩関係者による1847年善光寺地震絵図を読み解く
－犀川の河道閉塞と松本藩領の被害状況－

古田

14:10 B5 17 浅野　公介 学術 ワインの風味に影響を与える細菌群の解析 中島

14:25 B6 18 弘田　量二 学術
アガロオリゴ糖摂取によるフレイル高齢女性における筋力低下抑制効果
（RCT）

中島

14:40 B7 19 中島　弘毅 学術 幼児の土踏まず形成および足趾圧の通年変化に関する研究 弘田

14:55 B8 20 山本　　薫 学術
乳酸性閾値（LT）強度と自己ペースでの登山が
生理的応答と生理的コスト指数（PCI）に及ぼす影響

弘田

15:10 B9 21 佐藤茂太郎 教育 子どもの小数倍の理解についての一考察 上月

15:25 B10 22 海沼　　亮 学術 社会的達成目標と学業的達成目標およびエンゲージメントとの関連 上月

15:40 B11 23 上月　康弘 学術
自己内対話を活性化させる「反テクスト」の有効性に関する検討
－「語りの作為性」を読む行為に着目して－

海沼

15:55 B12 24 下山　惠子 学術 セルフ・コンパッションとパフォーマンスの関係 海沼

16:10 B13 25 安藤　江里 学術
戦後の音楽教育におけるわらべうたの位置づけ
～コダーイ・オルフとの比較検討～

下山

16:25 B14 26 後小路正人 学術 教師を目指す学生のための強みに特化した教員育成プログラムの開発 下山

16:40 B15 27 吉原　　寛 学術 教職志望学生のコミュニケーションスキルに関する基礎的研究 後小路

16:55 B16 28 松原　好広 教育
先人の生き方を基に自己の生き方を考える地域素材の開発と活用
～小学校道徳授業を通して～

後小路




